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研究成果の概要： 本計画では、主に日本を舞台とした国際結婚に焦点をあて、地理学的視角が

有効なことを確認した。すなわち、国際結婚には明らかな地域差があり、その有力な地理的要

因として性比の空間的不均衡ほかがある。また、仲介業者が重要な役割を果たしており、わが

国で報告されている件数の少なくとも３分の１が、業者婚と推定された。現代日本における国

際結婚は誠に多様であり、こうした多様性の理解には国際比較も重要である。 
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１．研究開始当初の背景 
 

わが国では、1980 年代なかばから外国人の

流入が顕著になった。その具体的な理由は多

岐にわたるが、人数の点からみておそらく最

も多いと推察されるのが、就労を目的とした

移動である。とはいえ、これ以外にも、難民・

観光・留学・企業内転勤・家族再会・結婚な

ど、多様な目的がある。これらの移動目的は

相互に関連しており、分離することが難しい

が、わが国を舞台とした先行研究を俯瞰する

と、就労以外の目的に着目した研究は概して

乏しく、研究が大きく遅れていた。 

 
２．研究の目的 
 

従来研究が遅れていたが、今後特に重視さ

れるべき研究テーマの一つが、国際結婚であ



る。これは、流入当初の具体的理由が何であ

れ、外国人流入が続いて外国人が増加する必

然的帰結として生じる。日本人と外国人のカ

ップルは、異なったエスニシティを持つ人々

の共生という課題を家族単位で追求してお

り、21 世紀の日本が直面している外国人との

社会的統合を推し量る貴重な事例とみなす

ことができる。本研究計画の目的は、国際人

口移動の重要な一翼を担いながら、既往の研

究が看過しがちであった国際結婚を対象に、

地理学的視角からの分析を行うことである。 

 
３．研究の方法 
 

国際結婚に関する既往研究は、社会学分野

を中心に、特定の社会的ネットワークを利用

し、国際結婚カップルまたは外国人妻へのイ

ンタビューあるいはアンケート調査から入

手した小規模サンプルを用いたものが多い。

しかし、こうした小規模サンプルに基づく研

究は、サンプルの取られた地域やネットワー

クによるバイアスを受けざるを得ず、現代日

本に見られる国際結婚カップル全体の中で

の位置づけが難しい、という大きな問題があ

った。 

そのため、本計画では、従来の方法に縛ら

れない様々な方法を模索した。国際結婚カッ

プルや外国人妻へのインタビューあるいは

アンケートといった伝統的な調査方法の他、

関係図書の詳細な文献研究、結婚仲介業者の

特定と彼らへのインタビュー調査、入国管理

局における在留資格の審査官へのインタビ

ュー調査、外国人妻のネットワーク組織の発

行する会報に掲載された記事の言説分析、都

道府県・生活圏・市町村といった多様な空間

的スケールでの国際結婚比率を説明する回

帰分析、『人口動態統計』記載のデータの使

用を前提とした数理モデルの構築とその経

験的妥当性の検討、などである。現代日本に

おける国際結婚は誠に多様であり、こうした

多様性を理解するためには、柔軟な研究方法

の採用とともに、国際比較に関心を寄せるこ

とも重要である。 

 
４．研究成果 
 

従来、国際結婚研究は社会学の分野を中心

に成果が蓄積されてきたが、本計画では、主

に日本を舞台とした国際結婚に焦点をおい

て、地理学的視角が有効なことを確認した。

得られた知見は多岐にわたるが、特に以下の

ような成果が注目される。 

(1)わが国の戦後に刊行された国際結婚に関

する書籍は多数におよぶが、「戦争花嫁」、「農

村の嫁不足」、「比較文化論」などのテーマ別

に、書籍の刊行数に消長が見られる。 

(2)国際結婚には明らかな地域差があり、そ

の有力な地理的要因の一つとして、性比の空

間的不均衡が考えられる。また、国際結婚の

成立には仲介業者が重要な役割を果たして

おり、わが国では、『人口動態統計』に記載

されている件数の少なくとも３分の１が業

者婚と推定される。なお、業者の多くは小規

模で短命であるうえ、業者間の競争も激しい。 

(3)東海地方４県を対象とした研究から、都

道府県やそれより下位のスケールである生

活圏における国際結婚比率の空間的変異の

説明には、性比、産業地域の特性、外国人数

などの変数が重要なことが、判明した。 

(4)日韓の国際結婚カップルの研究から、上

方婚と下方婚の件数やその変化は、両国間の

経済格差や経済発展の時間差を組み込んだ

モデルによって説明が可能であることが、明

らかになった。 

(5)パキスタン人男性と日本人女性のペアで

は、夫が仕事のため日本に残る一方、妻と子

供がイスラム教の修得のため、夫の出身国で

過ごす事例が増えているが、子供の教育が問



題となっていることが、明らかになった。 

(6)スペイン在住の国際結婚カップルの日本

人妻がつくっている「タンポポの会」の研究

を通じ、彼女たちによって構成される組織の

会報が、研究対象として重要であり、その分

析が有効であることが、明らかになった。 

本科研の成果の重要な特色として、海外で

の学会発表や、日本語のみならず英語やスペ

イン語で書かれた査読付き論文の刊行が多

かった点を指摘できる。国際結婚というテー

マから考えると、成果がこうして広く海外に

知られることはおおいに重要であり、その意

味で、本科研は優れた成果をあげたと自負で

きるのではないか、と考えている。 
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